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長野県栄村教育委員会

文部科学省 学校魅力化フォーラム

教育長 下 育郎
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小さな村の大きな挑戦（ＩＣＴ・ふるさと学習・新しい学校を創ろう）



・長野県最北端
・県境の地(新潟県と隣接）

人口1６６０名程 65才以上の高齢化率54.8％



☑豪雪地帯 ☑夏は湿度が高く蒸し暑い ☑標高２８２．４ｍ



平成２３（２０１１）年３月１２日
東日本大震災の翌日未明に起きた長野県北部地震（マグニチュード６．７）最大震度６強

震災以降 人口減少が著しい栄村



栄村の
2010年⇒2020年の10年間の児童・生徒数の変化

１４５人

６３人
減少率 県内 ７７市町村中 ２位

１０年間で －５７％数値は７／１９
信濃毎日新聞より



栄小学校

栄小学校秋山分校

栄中学校北信保育園
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村内の教育施設 数々の統廃合を経て今の姿に

26名

合計86名

46名 14名



優秀な人材を育て、都市部に送るのではなく

優秀な人材を育て、いつの日か
ふるさとに帰ってくる教育を

義務教育９か年を過ぎると必ず村を出て行く子どもたち



栄村教育委員会としての願い

１：小さな村だからこそできる教育を！
（小回りがきく少人数教育の良さ・揃えない教育を）

３：ふるさと学習の推進を！
（ふるさと観の育成・ＣＳ推進・この村らしさとは）

２：僻地の弱点を強みに変える実践を！
（生活環境に不便さはあっても、

教育環境に不便さがあってはならない）

４：村民一丸となり、生涯学習につながる学びを！
（生涯にわたり、学ぶ意欲と生きがいを・

学校教育と生涯学習のつながり）



4つの試み
１：ＩＣＴの活用

３：個に寄り添うオーダーメイドの教育

２：ふるさと学習の推進

４：村民一丸となっての学校改革

おまけ：新たな教育の方向を求めて



1
僻地・山間地校である

弱みを強みに変える



～ICTの活用による他校との遠距離合同の学び～

◇たった1名の分校児童の存在(ICT活用の必要性）



1：GIGAスクール構想 ２０１９年（平31）

2：「中山間地域における新たな学びの創造事業」
（平成３０年度～ 長野県教委：協力校との連携した取り組み）

大きく歩み出せた2つの事業とのタイミング

分校（1名） ＆ 本校（同学年4名）

分校（1名） ＆ 協力校（1名）

栄小学校 ＆ 県内他２校



同じ郡内 全小学校８校でのビブリオバトル

小規模校の他校にも影響が・・・



県内の端の学校（僻地・山間地校）を
つないだ「すみっこクラブ」での授業
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成 果

１：相手意識の向上（伝わるよう）

２：主体性の向上

３：表現力の向上

４：固定化した人間関係の打破

５：距離の克服
（移動が不要・多くの人との関わり）



２
ふるさと学習の推進



１：子どもたちの「ふるさと観」を育てたい。

⇒ふるさと観とは生きる上で「芯」となる部分。

心の支え、心の拠り所、生きる支えや張り合い、いつでも帰れる場所
♪ふるさと♪「志を果たしていつの日にか帰らん～♫」

２：ひと・もの・ことに触れ、体を通して学ぶ子に。
⇒五感を通した学びは生涯体に忘れ得ぬ記憶となる。

人・もの・こととの関わりを通し、感覚を大切にした学びに期待。

ふるさと学習推進の意味

この村の存続に関わる大切な教育の柱
いつの日か村に戻ってきてもらえる教育＝ふるさと学習



～教師が作る目の前の子どもたちへのプレゼント～

栄村総合ブック 『ふるさと栄』 に込めた願い
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◇ 活動の足がかり

◇ 素材紹介

◇ 教師の異動の激しさ

作成に至った経緯

◆小３～中３まで使える素材の紹介本
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『ふるさと栄』の効果

１：子どもたちが地域の様子を知り、活動へのきっかけに

４：教師にとって地域素材の教材化への助けとなっている

３：総合的な学習の活動に広がりや深まりが見られる

２：栄村で行われていることに興味・関心を持ち、村の活性化に
貢献しようとしている



３
個に寄り添う

オーダーメイドの教育



オーダーメイドシートの作成
～小規模校だからできる教育～

○各教科ごとの支援のあり方ではなく、
あくまでその子の育ちへの支援を

○全教師が共通認識し、常に一貫した支援を実施

○中学校へのシートの引き継ぎ



小規模校の強みを生かした取り組み
・個をしっかり見るという教師の力量向上
・カードの簡素化
・常に職員室に置き、誰でも見られる状態で
・全職員がカード記入の加除修正可能



『オーダーメイドシート』の成果

１：教職員全員でその子なりの育ちへの支援を共通認識

３：中学校にシートを引き継ぐことで、小中一貫した支援を実現

２：各教科ごとの支援ではなく、どの教科・領域にも通じる
育ちへの支援の一貫性



４
「みんなで学校を創ろう！」

～これからの学校のあり方を模索して～
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１回目（４１名参加）２回目（４２名参加）
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３回目（８／２５）

６／９
中学校卒業時の姿に向け「スローガン」を創ろう！

７／７
スローガンを創ろう！② こんな授業にしてほしい

８／２５
こんな形態の学び（学校）にしたい①

１０／６
こんな形態の学び（学校）にしたい②

１１／１０
具体的な校舎のイメージを考えよう①（改修工事）

２／２
具体的な校舎のイメージを考えよう②（改修工事）

推進計画
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①栄村が今うねりを立てて変わろうとしている。
皆さんの発言から伝わってくる、うれしいですね。

②自分と異なる意見を聴くことはすごーく勉強に
なる。子どもたちもそうなんだなと思う。

様々な意見を聴けて大変勉強になり
ました。スローガン作りがこのワーク
ショップで最大の課題だと思います。
全体スケジュールもあるでしょうが、
もう少し時間をかけて作っていいと思
います。このように住民
が意見を出し合い合意形
成できることは、とてもい
い機会だと思います。

これだけの時間をか
けてスローガンを立て
ていく熱意と、子ども
達への思いをひしひ
しと感じました。この
会に出る都度、子ども達との関わり
方を見直しています。

２０才～８０才台の参加



おまけ 学校教育と生涯学習の融合

一生涯、いつでも誰とでも学べる環境を
生涯学習に近づく学校教育に！ 自学共育
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